
第２期千葉市国民健康保険データヘルス計画 中間評価（概要）

② 保健事業実施計画

事業
名

対策 事業概要 評価指標
ベースライン

(H28)
H30 R1 R5 達成

状況
達成要因 未達成要因（達成している場

合は未達成になりうる要因）
今後の方向

実績 実績 目標値

1

特
定
健
康
診
査

①未受診者勧奨
未受診者に対し、はがき・電話等に
より受診勧奨を行う。

40～64歳の受診率(%) 25.8 26.4 24.7 30.5 c
・対象者特性を考慮し、はが
きを通知することで長期未受
診者の割合が減少した。
・はがきに受診勧奨期間を記
載することで受診を促すこと
ができた。

・４０～５０歳代の未受診者
はレセプトがないものも多
く、医療機関に行く機会が
ないものが多い。
・６５歳以上の未受診者は
通院中の者が多いため、
医療機関と連携し受診勧
奨を行う必要がある。

引き続き継続

・４０～５０歳代の受診率が低
いため、若年層に重点を置き受
診勧奨を行う。
【追加事業の検討】
⑤４０歳無料化
⑥４０歳未満への勧奨・周知
⑦４０歳未満の健康診査

65～74歳の受診率(%) 46.1 48.0 45.9 54.3 c

長期未受診者割合(%) 46.6 43.5 43.0 39.0 a

②継続受診の促進
経年結果を記載した通知を送付し、
継続受診を促す。

継続受診率(%) 71.2 76.9 72.1 78.0 a*
・経年の健康状態を把握して
もらうため、数値をグラフ化し
健康アドバイスを記載した。

引き続き継続

・送付対象者や内容を検討し、
継続して事業を実施する。

③他健診受診者等の健診
データ取り込み

自費の人間ドックや職場健診におい
て特定健診に相当する検査を受け
ている者から結果の提供を受け、特
定健診を受診したものとみなす。提
供者へ謝礼を贈呈。（R1～本格実
施）

申請人数(人)
（有効申請数/全申請数）

55/81
モデル実施

248/295
モデル
実施

182/211
本格実施

前年よ
り増加

a*

・市政だよりや受診券等で事
業案内を行った。

・申請書送付者からの提供
数は少ないため、送付対
象者の検討が必要である。
・事業周知が不十分である。

引き続き継続

・関係機関と連携し、事業周知
を強化する。

2

保
健
指
導

①保健指導の利用勧奨

・民間事業者に委託。医療機関にて
保健指導を行わない方へ専門職が
利用勧奨を行う。

利用率(%)

動機付支援 17.2 17.7 20.7 30.1 a* ・動機付け支援の民間委託を
拡充し、利用者が増えた。
・民間委託は利用勧奨から保
健指導まで専門職が一貫し
て行うことにより、利用率・終
了率が増加した。

・医療機関で動機付け支
援を実施している場合、支
援終了後に市へ報告する
ため初回指導の把握がで
きていない。

引き続き継続

・動機付け支援の初回指導終
了後、市へ報告してもらい、実
施状況を把握する。
・医療機関と協力し、利用勧奨
の推進を図る。

積極的支援 16.4 12.2 13.3 24.6 c

②動機付け支援の民間委託
③積極的支援の民間委託

R1年度より動機付け支援の民間委
託を拡大。初回面談の夜間・休日実
施や電子メール等による保健指導
の利便性を高める。

終了率(%)

動機付支援 87.6 81.9 82.1 現状維持 c

積極的支援 41.0 60.8 66.4 48.0 a

3

重
症
化
予
防

①受療勧奨
健診の結果、受診勧奨値である方
に保健指導を行い、受診を促す。

指導後受療率(%) 23.3 29.7 28.1 30.3 a

・支援方法を文書通知後に電
話または訪問での指導に変
更し、直接保健指導につなが
る対象者が増えた。

・健診結果の理解がなく、
受診の必要性を認識して
いない者が多い。

引き続き継続

・市医師会と連携し、適宜実施
方法を見直しながら進めていく。

②糖尿病性腎症重症化予防

人工透析導入防止のため、千葉市
医師会と連携し、糖尿病性人証の発
症・重症化のリスクの高い方を対象
者に保健指導を行う。

事業参加者の新規透析患者
数(人)

- - 0 0 a

・業務委託化により事業参加
者を増やすことができた。
・医療機関との連携機関数が
増えた。

・事業参加者のうち、途中
中断する者がいる。
・事業周知が不十分である。

引き続き継続

・市医師会と連携しながら、適
宜実施方法を見直しながら進
めていく。

資料４

① 現状の整理と課題

③ 保健事業評価 【達成状況】ベースラインと実績を比較 ａ：改善している b:変わらない c:悪化している d:評価困難 ・「a:改善している」が、現状のままでは最終評価までに目標達成が危ぶまれるもの「a*」

千葉市国民健康保険被保険者の健康の保持増進と医療費適正化を図るため、第2期データヘルス計画（H30~R5年）を策定している。今年度は中間評価を行い、残り3年間（R3~R5)の保健事業の計画・修正を行う。

報告事項３


